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AI-ready-Universityの推進
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データサイエ
ンス学部

機械学習

全学
AI副専攻

AI活用人材

AI-ready -
Campus

メタバース
キャンパス

大学AIX

生成AI
ヘルプデスク



4つの数理・データサイエンス・AI認定プログラムを
デザインし修了者を多数輩出
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全学必修科目群
約7500名修了

全学必修科目群
約2500名修了

データサイエンス学科
約140名修了

全学AI活用副専攻コース
72名修了

紙と鉛筆の統計学的データサイエンスから
PCでデータを処理することを前提にしたデータサイエンス

次なる課題が！

AIを作る人なのか、AIを活用する人を育てるのか？
生成AIを前提としたプログラム・スタイルではない！

リテラ
シ＋

応用
基礎＋

リテラ
シー

応用
基礎



課題認識：AIの全産業展開にはAI人材育成戦略が必要
〜需要と供給ギャップがとてつもなくシリアス〜
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・情報系博士号取得者
・実務者教員
・基幹教員制度

全産業AIシフト加速＜ A I人材ニーズ ＜ AI人材育成のための教育人材



課題認識：学力15歳ピーク問題

15歳 23歳

日本人の学力は、社会人の段階で評価する
と、世界ランキングで極めて低い。
これは、大学などの高等教育機関に大きな
問題があることを示しています。

参考資料：https://www.sbbit.jp/article/fj/133824

経済協力開発機構（OECD）が行っている
「PISA)」という学力調査では、

日本人の子供の能力は世界のトップレベル

野口悠紀雄 先生
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課題認識：情報教育の軽視、プログラムの貧困・貧弱性
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情
報
教
育 情報の教育

情報リテラシ
ー教育

X 学習機会なし

X 操作教育

X 利活用教育

情報技術者教
育

△専門学科

情報を活用し
た教育 ？ ？

エビデンス＆メッセージ：

T大学法学部（２単位）
K大学法学部（ゼロ）

ツール・ソフトのマニュアル（使い
方）学習

データタサイエンス教育

後手後手
人気沸騰・最難関学科へ

紙と鉛筆と黒板
ICTの組織的導入が全くできていない

MARCH

全学情報教育
・必修化（3/5、2単位）
語学必修単位
・英語8/第2外国語４ 計12単位



楽器を作る、楽器を使って演奏する



自動車を作る、自動車を運転して仕事をする



無形労働、無形価値の仕事
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項目 AI研究開発者育成 AI活用実践者育成

数学・理論
高度な数学、統計学、
理論計算機科学

基礎的な統計学、デ
ータリテラシー

AI・機械学習科目
深層学習の内部原
理、アルゴリズム設
計

機械学習アルゴリズ
ムの使い方

プログラミング
アルゴリズム実装、
効率化

スクリプト言語でのデ
ータ処理

プロジェクト
研究プロジェクト、論
文執筆

ビジネス課題解決プ
ロジェクト

ソフトスキル
学術的コミュニケー
ション、批判的思考

ビジネスコミュニケー
ション、プロジェクト
管理

倫理・法規制
研究倫理、データの
取り扱い

AI倫理、プライバシ
ー法規制の遵守



課題認識：情報教育の特質に基づいた教育プログラムが確立していない。
(技術進化を取り込んだ教育項目の変化対応力と教育スタップの多面的な能力)
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教育内容の更新
（技術進化の反映）

教育者の多面的・多角的能力
（TeacherからProducer）

教育項目 教科書・教材 教育方法 学習評価 教育者能力 教育BG

情報
(リテラシ
ー)

・常に陳腐化

・技術進化を絶えず取り込む
必要
・毎年更新

・ハンズオン

・ツール・シス
テム活用

・アウトプット(ソ

フトを制作でき
る)

・技術進化をとり
いれる力
・ファシリテーシ
ョン力
・コーティング力

情報科学出
身者？

数学(微積) 普遍的(安定) 名著は古典 座学(板書) 知識理解テスト シェクスピアの
研究で学位をと
った人が、４技
能を教え
る！！！

数学科出身

外国語(英語) 4技能 実用的教科書 少人数クラス TOIECなど外部評
価指標

英文学など出身，
英語教育の専門
家ではない



サッカー少年も、資格を持ったコーチが育成にあたる
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ランク 要件 概要

JFA公認キッズリーダー - 18歳以上 JFAの指定する講習会を受講・修了 4歳～10歳の子どもたちを対象とする指導者向けの資格。

JFA公認C級コーチ
- 18歳以上- JFA公認D級コーチライセンス保持者指定講習会の受講・修了、筆記試
験および実技試験の合格

11歳～15歳のジュニアユース年代を対象とする指導者向け
の資格。

JFA公認B級コーチ
- 20歳以上- JFA公認C級コーチライセンス保持者-指定講習会の受講・修了筆記試験
および実技試験の合格

15歳～18歳のユース年代を対象とする指導者向けの資格。

JFA公認A級コーチ
- 22歳以上- JFA公認B級コーチライセンス保持者-指定講習会の受講・修了-筆記試
験および実技試験の合格

18歳以上のアマチュアおよびプロの選手を対象とする指導
者向けの資格。

JFA公認S級コーチ
- 25歳以上- JFA公認A級コーチライセンス保持者-指定講習会の受講・修了-筆記試
験および実技試験の合格

プロフェッショナルチームの監督として必要な最高レベルの指
導者資格。



神からの贈り物AGIの登場とカンブリア爆発
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人類最後の発明
● 学習の習熟度飽和現象が起こらない

● 「創発的」振る舞い

● 「CHAIN OF THOUGHT」

● 神から贈り物（ LLM)

思想・価値観：コペルニクス的転回

あらゆる産業：破壊的イノベーション

ビジネス：ゲームチェンジャー

初めに言葉ありき

自然言語の理解と生成能力の獲得



AIは、エクセルに！
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「今後、AIはエクセル程度

に誰でも使えるようになる

のではないか」

筑波大学の落合陽一准教授

仕事のリテラシーも時代とともに大きく変化

昭和 平成 令和

電卓

Excel

AI・データサイ
エンスツール



AGIは、人類最後の発明か？
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特定非営利活動法人 AI教育推進機構

知性の超越
•生成

•認識
計算

記憶

時間の超越

空間の超越

身体の超越



OpenAIの定義：AIの進化をきちんと定義すると

レベル１：チャットボット：
会話型AI ←従来の

Chat-GPTのレベル
レベル２：推論者：人間レベル
の問題解決能力を持つAI ←o1
モデル

レベル３：エージェント：自ら
行動を起こせるシステム
レベル４：革新者：発明を支援
できるAI

レベル５：組織マネージメン
ト：組織の業務を遂行できるAI



DeepMindの定義

Google DeepMindは昨年、OpenAIとは大きく異なるAI進化のスケールを発表しました。このスケー
ルには、「組織の仕事」をするAIは含まれていません。代わりに、以下のようなカテゴリがありま
す。

Emerging（新興）：現在のチャットボットを含みます。

Competent（能力者）：一定の能力を持つAI。

Expert（専門家）：特定の分野で高い専門知識を持つAI。

Virtuoso（巨匠）：非常に高度なスキルを持つAI。

Superhuman（超人間）：人間の能力を超える様々なタスクをこなすAI。例えば、人々の思考を解
読したり未来の出来事を予測する能力も含みます



IQ換算



LMM、人工知能の大いなる誤解

● LMM=  汎用言語生成モデル
○ 自然言語理解と生成に関しては人間以上の

能力を獲得している

○ 文章要約、言語翻訳、コード生成など

● LLM= 知識ベースモデル
○ 国家試験レベルのものは最高点を獲得、秀

才を凌駕

○ 司法試験など、正解のあるものは得意
○ ファインチューニングで解決

● LLM=汎用人工知能
○ 必ず成功するビジネスモデルを提案せよ

○ これは、満足の行く答えはない？

● LLM=全能の神
○ 間違ったことを答える

言語能力

世界知識力

汎用人工知能

全能の神
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AI教育は、知のコアコンピテンシー教育へ
新たなAI教育とAIの教育における多面的重要性
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知のオーグメンテーション力
知の響創能力

A
I

AI教育

AIリテラシー教育

AI活用教育

AI技術教育

AIを活用した教育
全ての科目で組
織的展開



AI響創時代の学びのスキームとアプローチ

21

Why What How Certification Success

なぜ
学ぶのか

何を
学ぶべきか

どのように
学ぶか

学なんだこ
との価値は

学びを
どう活かすか

現状 X △ △ X ー

目標 ◎ ◎ ◯ ◎ ◯

アプ
ロー
チ

AI

リベラル
アーツ

AI

響創力
AIと響創
する学び

社会的
クレジット
（マイクロクレ
デンシャル）

社会で
活躍する

AI
響創

Why

What

How
Certi
ficati
on

Succ
ess



AI教育推進機構
AI-ready-Education, Learning and School
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M：ミッション
AI

empowerment 
4 All

全ての人が良質なAI教育を享受し、
AIと響創する能力を獲得できる社会を創る

V:ビジョン
AI driven
Education 
Innovation 

AIをドライバーとする
教育現場での教育・学習イノベーションを

支援する

V：バリュー
Grass Roots 

oriented 
Inovation

First Penguin 
Practice

Give & Grow 
collaboration



良質なAI教育プログラムを全ての人に

〜学歴社会から学習歴社会へ〜
どこで学ぶから、何を学んだかへ、学んだことの社会的評価が得られる社会へ
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良質な教育リソース

共有財産化と相互運用

コンテンツ

ツール・サービス

スタッフ

キャリアサクセス

質保証のある教育

マイクロクレデンシャル

プログラム認定

教材・ツール推奨

教育スタッフ認定

教育機関認証

オープンバッチ

情報の創出と共有

響創デザインの場

ベストプラクティス共有

AI教育の良質な情報発
信

教育機関DX/AIXコンサ
ル



AI人材育成のための社会的スキーム
良質なプログラム・教育者・社会評価のための新スキーム体系
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プログラム
•良質なスタンダート

教材・ツール
• オンデマンドコンテンツ

・ツール・サービス

教育スタッフ
•責任教員認定

•教育スタッフ認定

教育機関
• AI教育質保証体系

・ガバナンス

学習者認定
上記の要件が合致したプログラム修了者は自動的に認定

形式から実態・達成度認定へ
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